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実験 I の飼料組成では，囚];-1) 飼料群はオカラ群に比し高蛋白である九， J白張コ値上昇抑制がこの為であ
るか否かを検討した。 オカラ巾独の低蛋白食群と，オカラにカゼインを加えた高蛋内食群とを犬々 10羽宛













牧草を合まぬ飼料群に比しこれを合むAJ'ßの大助JJ永粥状 JJ垂の程度が Ili五く， この効果は基礎飼料に牧草抜き
回型飼料を用いた群に者切で大松葉を加えた群にはitめられない u
実験町) ムラサキウマゴヤシ粗拍山物の影響
55羽のま兎を 5 君子に分ち，夫々にムラザキウマゴオシの水， メタノーノレ，ヘキサン抽出物，抽出残誼を
該牧草抜き回型飼料に加えた飼料を投与し， 牧草抜き同地飼料を対照としてラノリン飼育を10週間行ない
血衆コ値を測定した。又， ラノリン投与前より糞便を採取し血張コ値上昇が抑制された 2 群と対照群の夫
々の 5 羽について糞便中ステロール量を 4 週間測定した。
i ) 血衆コイ直に及ぼす影響
対照に比し，水抽出物添加群では飼育全期間 IIJ ， ヘキサン抽出物添加群では実験初期に血援コ値が著し
く低値を示し，その上昇が抑制され， メタノーノレ1ftl 出物及び残透投与群にはこの効果は認められない。




ムラサキウマゴヤシの作用機序を知るべく， 予めオカラを基礎食としてラノリン飼育 8 --10週により高
コ血症とし， ラノリン投与中止後一定の血笈コ値を示した家九48羽を 2 群に分ち， 該牧草入り及び抜き固
型飼料を投与し血衆コ値を測定した。 ラノリン飼育 Ij-I止，両飼料投与開始後，血採コ値は急速に F降する
が，牧草含有の有無による差は認められない口
実験 VD 胆汁酸排池に及ぼすムラサキウマゴヤシ水抽出物の影響







2) この作用は当該国型飼料 l いに約40%含有される乾燥牧平ムラサキウマゴヤシに山来する。
3) ムラサキウマゴヤシの血疑コ値上昇抑制作用は， 主としてその水及ひ、ヘキサン抽出物に存在し，メ
タノーノレ抽出物及び残澄にはその作用がない。
























第 2 に，高コレステローノレ血症， ひいては粥状硬化症に対して，明確な効果をもっ薬剤が少い今日， 日
常の動物の飼料として秀れているとされ， 広く使用されてい牧草中に，血衆コレステロー jレ上昇抑制作用
が発見された事である。 このことは，長年月を経て進行する慢性疾忠で，食餌性囚子に大きく影響される
と乙ろの粥状硬化症の治療の而における一つの端桁を提示したものとして， 主要な;怠義を有するものと認
める。
-110ー
